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鬼は外 福は内  ～行く1月 逃げる2月 去る3月～ 

                                   副校長 山中 真紀子 

陽に当たると温かさを感じますが、一年の中で最も寒さを感じる季節となりました。2月

3日は「立春」です。立春は、「春が立つ」という意味で、立春を越えると寒さがだんだん

和らいでいくそうです。  

 

新しい年を迎えて学校が始まるとすぐに、2回目の緊急事態宣言が出されました。学校で

は、教育活動の見直しを行うとともに、再度点検を行い、感染症拡大防止に努めてきました。 

様々な活動に制限が加わってしまいましたが、子どもたちの成長に豊かな体験活動は欠か

せないものです。3 年生の防災センター見学、6 年生の銅板画、3～6 年のプログラミング

教育など、昨年と変更したり工夫したりし、実施することにしました。短い時間ではあって

も、その道のプロの方との出会いが、その子の生き方を変えることもあります。ただうまい

だけでない、その方の生き様に触れることが、子どもにとって貴重な経験となっていくのだ

と感じます。プログラミング教育では、「昨年は iPadが二人で1台だったけれど、今年は

一人1台です。」と伝えられると、子どもから「やったぁ。」という声やガッツポーズが出

ました。心細くなるのかと思いきや、子どものたくましさを垣間見ることができました。 

 

校内を回ると、どのクラスにもバースデーケーキの寄せ書きが飾られ、温かい気持ちにな

ります。1 月 15 日に子安小学校は 148 歳になりました。5 年生が中心となって行った創

立記念集会は、初めて知ることも多く、そして、長い年月の中で地域に大切にされてきた学

校なのだと改めて意識する時間となりました。「親子3代で子安小学校出身です。」「この

卒業記念制作を作ったんですよ。」と教えていただくこともありましたが、その日は、子安

小学校の歴史の重みを感じるとともに、今いる私たちが子安小学校の歴史の1ページを作っ

ているのだという、何か誇らしい気持ちのする日となりました。教室では、創立記念の紅白

まんじゅうを楽しみに、大きな袋をのぞき込む子、いつ配るのかと何度

も聞きにくる子がいたそうです。何とも言えない、微笑ましい光景が目

に浮かびます。その日の夜、PTAからの創立記念まんじゅうをいただき

ながら、ちょっとした子安小自慢を我が家でしてみました。 

 

「行く 1 月 逃げる 2 月 去る 3 月」と言うように、1 月はあっという間に行ってしま

ったように感じます。節分の豆まきで「鬼は外、福は内。」と掛け声をかけます。逃げてい

くのは鬼だけで、1日１日を逃がさないように2月を過ごしていきたいです。 

今年度も残すところ二か月となりました。職員一同力を合わせ指導してまいりますので、

変わらぬご支援・ご協力をお願いいたします。 
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3 年 防災センター見学          1 月 8日（金） 
 

 

創立記念集会    1月 15日（金） 

 子安小学校の創立記念日は、1月 15日です。今年度で創立148周年

を迎えました。今回の集会は、密を避けるため、テレビ集会で行いま

した。 

 ５年生の実行委員が中心となり、子安小学校の歴史や現状に関する

クイズを出し、全校児童で楽しみました。横浜市の中でも大変歴史が

深く、大きな規模の学校であることを知り、自分たちの学校への愛着

や誇りをもつきっかけになる時間となりました。終わりの言葉を担当

した児童の言葉の中に、「子安小学校とわたしたちのつながりを大切

にしていきましょう。」という内容がありました。その言葉通り、つ

ながりを大切にする学校を目指していきたいです。 

 

 

書初め 
   

 

 

 

3～6年生が、体育館で書初

めを行いました。箏、尺八に

よる演奏「春の海」が流れる

と、体育館は年明けの日本文

化の世界へ。子どもたちは心

を落ち着かせ、集中して1文

字 1 文字丁寧に書き上げて

いました。 

 

 

 横浜市民防災センターへ社会

科見学に行きました。消火器体験

や新聞紙を使ってのスリッパ作

りなど、防災意識が高まる活動を

たくさん行いました。 

「自然災害は減らせないが、被害

は減らせる。」と教わり、災害時

にどのように行動するかを考え

るよい機会となりました。 新聞紙は保温性が高いと知りました。 燃えているものの表面をめがけて放水！ 

長い歴史の中で、子安小学校は 

５回引っ越しをしてきたそうです。 

自分のお小

遣いの範囲

内でと伝え

ています。 
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〇日時 ３月２０日（土・祝） ９：４０～ 

〇場所 本校 体育館 

○卒業証書授与式は、密を避けるため、６年生児童1名につき保護者1名と教職員、来賓として学校運

営協議会の委員の皆様の参加で行う予定です。 

〇１～５年生は、卒業生を送る式終了後、９：００頃下校します。 

 

※横浜市教育委員会発出の「学校再開へ向けたガイドライン」に基づいて決定します。 

 

 

 

体育着への記名について 
 現在体育着へは、大きく記名していただくことになっています。今後は、 

個人情報保護の観点から、裏側やタグなどに小さく記名していただくことと 

させていただきます。来年度入学の新入生には、そのように説明いたします。 

なお、在校生が使用中の体育着はそのままでもよいですので、これから購入し 

て使用する新しいものからの変更でかまいません。名前の書いてあるゼッケン 

を外したり、消したりしていただいても結構です。 

              1 月 18日（月）、25日（月）、26日（火）に6年生は、卒業制作とし

て銅板画制作を行いました。今年度も横浜マイスターに認定されている

玉田正さんにお越しいただきました。 

              銅板画は、まず下絵を銅板に写し取り、その後、何回も銅板にへこみを

つけていくことで、絵が浮かび上がって見えるようになります。卒業への

思いを込め、集中して取り組んでいました。最後の仕上げでは、専用液で

銅板を発色させ、表面処理をしたうえで、玉田さんやスタッフの方に、一

つ一つ額縁をつけていただきました。 

  玉田さんやスタッフの方のご指導があってこそできる卒業制作です。「小学校生活の思い出」や

「大切にしたい言葉」などをテーマにしました。作成する絵や言葉には、それぞれの個性が表れていま

す。力作の数々は、巣立ちの会で展示しますので、ぜひご覧ください。 

 

 


